
２月25日　たかさと棚田ウォーク・冬２月25日　たかさと棚田ウォーク・冬

３月13日　会北中学校卒業式３月13日　会北中学校卒業式

３月17・18日　会津山都寒晒しそばまつり３月17・18日　会津山都寒晒しそばまつり

２月15日　小学校農業科作文コンクール表彰式２月15日　小学校農業科作文コンクール表彰式

２月24日　蔵・倉かんじきウォーク２月24日　蔵・倉かんじきウォーク
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問母
子
・
父
子
家
庭
自
立
支
援

給
付
金

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
給
付

金

市民課の証明業務を、
午後７時まで延長して
います。
◆月曜日（塩川総合支
所）
◆火曜日（本庁、高郷総
合支所）
◆水曜日（熱塩加納総
合支所）
◆木曜日（山都総合支
所）
◆金曜日（本庁）

ラジオ広報番組好評放送中

市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情報の詳細について
は、　　へ連絡してく
ださい。

 

内
容　
４
月
11
日（
水
）は
、児

童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
定
時
支
給
日
で
す
。

平
成
29
年
12
月
か
ら
平
成
30

年
３
月
分
が
振
り
込
み
に
な

り
ま
す
。個
別
の
支
給
通
知
は

し
ま
せ
ん
の
で
、登
録
さ
れ
て

い
る
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
や
同
居
し
て
い
る
家

族
に
異
動
が
あ
っ
た
方
は
変

更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。手

続
き
が
遅
れ
る
と
、手
当
の
支

払
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、現
況
届
が
未
提
出
の

方
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

離
婚
な
ど
の
理
由
で
、父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童（
18
歳
に
達
す

る
日
後
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者※
心
身
に

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合

は
20
歳
未
満
）を
監
護
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。※

父
ま
た
は
母
が
心
身
に

重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
場

合
に
は
、父
ま
た
は
母
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
て
も
支
給

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
や
父
ま
た
は
母
が
事
実
上

婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合
は
支

給
さ
れ
な
い
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度

ま
た
は
重
度
の
障
が
い
を
有

す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　

な
お
、児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
支
給
さ
れ
な
い
な
ど
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支
援

班☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー

ビ
ス
班

　　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た

は
父
の
職
業
能
力
の
向
上
と

就
職
に
有
利
な
資
格
の
取
得

を
支
援
し
ま
す
。

 

内
容　
就
職
に
有
利
で
生
活
の

安
定
に
役
立
つ
資
格
の
取
得

を
目
指
し
て
養
成
機
関
で
修

業
す
る
場
合
、高
等
技
能
訓
練

促
進
費
を
支
給
し
ま
す
。

 

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
方
で
、次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
か
、ま
た
は
同
様
の
所
得

水
準
に
あ
る
こ
と
。

・
養
成
機
関
に
お
い
て
１
年
以

上
の
教
育
課
程
を
修
業
し
、資

格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
。

・
過
去
に
こ
の
給
付
金
、ま
た

は
そ
の
旨
を
同
じ
く
す
る
給

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

 
対
象
資
格　
看
護
師
、介
護
福

広報きたかた　2018. ４　⑳☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問

補
助
・
支
援

月～金　午後0時15分
　　　　午後5時45分
　　　　午前7時45分

FM きたかた78. 2MHz
喜多方ほっとチャンネル

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
定
時
支
給



自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

浄
化
槽
の
設
置
補
助

問
申浄

化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金

汲
み
取
り
便
槽
お
よ
び
単
独

処
理
浄
化
槽
の
撤
去
補
助

問
申

問
申

外
国
人
受
入
体
制
整
備
事
業

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

利
子
補
給
補
助
金

問
申

広報きたかた　2018. ４　㉑

情報ステーション

祉
士
、保
育
士
、准
看
護
師
、作

業
療
法
士
、理
学
療
法
士
、歯

科
衛
生
士
、美
容
師
、社
会
福

祉
士
、製
菓
衛
生
師
、調
理
師

な
ど

 

支
給
額

市
民
税
非
課
税
世
帯

　
　

…

月
額
10
万
円

市
民
税
課
税
世
帯

　
　

…

月
額
７
万
５
０
０
円

 

支
給
対
象
期
間　
修
業
期
間
の

全
期
間（
上
限
３
年
）

 

内
容　
職
業
能
力
を
高
め
る
た

め
、指
定
さ
れ
た
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
場
合
、受
講
料

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

 

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
方
で
、次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
か
、ま
た
は
同
様
の
所
得

水
準
に
あ
る
こ
と
。

・
過
去
に
こ
の
給
付
金
、そ
の

旨
を
同
じ
く
す
る
給
付
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

 

対
象
講
座　
雇
用
保
険
制
度
の

教
育
訓
練
給
付
の
指
定
講
座

な
ど

 

支
給
額　
雇
用
保
険
法
に
よ
る

一
般
教
育
訓
練
給
付
金
の
受

給
資
格
を
有
し
て
い
な
い
場

合

…

受
講
料
の
６
割（
１
万
２
０

０
０
円
を
超
え
る
講
座
で
、20

万
円
が
限
度
）

右
記
以
外
の
場
合

…

受
講
料
の
６
割
か
ら
一
般

教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
額

を
差
し
引
い
た
金
額

　
　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支

援
班

☎（
24
）５
２
２
９

 

内
容　
新
築
ま
た
は
更
地
に
し

た
上
で
の
建
て
替
え
や
、増
築

ま
た
は
改
築
に
よ
り
汲
み
取

り
便
槽
な
ど
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

※

申
請
の
前
に
工
事
に
着
手

し
た
場
合
は
、該
当
に
な
り
ま

せ
ん
。

 

内
容　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
伴
い
、単
独
処
理
浄
化
槽
・

汲
み
取
り
便
槽
を
完
全
に
撤

去
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部

を
、設
置
費
補
助
金
に
上
乗
せ

し
て
助
成
し
ま
す
。

※

新
築
や
完
全
撤
去
が
で
き

な
い
場
合
は
、撤
去
費
補
助
は

該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

 

対
象　
下
水
道
事
業
の
認
可
区

域
や
農
業
集
落
排
水
事
業
な

ど
の
採
択
が
さ
れ
た
区
域
以

外
の
市
内
全
域
で
12
月
末
ま

で
に
設
置
完
了
で
き
る
も
の

 

申
請
期
限　
12
月
17
日（
月
）

※

予
算
額
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

　
　
　

下
水
道
課　
総
務
係

☎（
24
）５
２
５
０

 

内
容　
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
工

事
費
１
０
０
万
円
を
限
度
と

し
て
、市
が
融
資
を
あ
っ
せ
ん

し
、そ
の
利
子
を
補
給
す
る
も

の
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　

下
水
道
課　
総
務
係

☎（
24
）５
２
５
０

 

内
容　
外
国
人
旅
行
者
の
受
け

入
れ
の
た
め
の
環
境
整
備
を

支
援
し
ま
す
。

 

対
象　
市
内
で
外
国
人
旅
行
者

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
、

ま
た
は
行
お
う
と
す
る
事
業

者

 

対
象
事
業　
①
市
内
で
免
税
店

を
経
営
ま
た
は
年
度
内
に
免

税
店
を
営
む
予
定
の
事
業
者

で
、消
費
税
免
税
販
売
に
か
か

る
機
器
の
導
入
な
ど（
例:

免

税
販
売
対
応
レ
ジ
ス
タ
ー
の

購
入
な
ど
） 

②
外
国
人
受
け
入

れ
の
た
め
、施
設
内
の
外
国
語

表
記
な
ど
に
よ
る
環
境
整
備

（
例:

看
板
な
ど
を
外
国
語
表

記
に
改
修
）

 

補
助
率　
２
分
の
１
以
内（
上

限:

20
万
円
）

 

応
募
方
法　
所
定
の
様
式（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

応
募
期
限　
４
月
27
日（
金
） 

　
　
　

観
光
交
流
課　
観
光
・

物
産
振
興
室

☎（
24
）５
２
９
６

（山都町出身・きたかた応援大使）



問
申

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備

住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
に
対
す
る
補
助

問
申

問
申

補
助
・
支
援

喜
多
方
ブ
ラ
ン
ド
国
内
外

販
路
開
拓
等
支
援
事
業

 

内
容　
優
れ
た
素
材
や
技
術
な

ど
を
活
か
し
た
喜
多
方
産
品

の
販
路
開
拓
な
ど
に
か
か
る

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

 

対
象　
市
内
に
住
所
お
よ
び
事

業
所
を
有
す
る
事
業
者
ま
た

は
２
者
以
上
で
組
織
す
る
団

体

 

対
象
事
業　
①
喜
多
方
な
ら
で

は
の
素
材
、製
法
、技
術
を
用

い
た
も
の
、ま
た
は
市
内
で
生

産
・
製
造
さ
れ
た
も
の
を
中

心
と
し
た
販
路
開
拓
・
拡
大

②
一
定
規
模
以
上
の
見
本
市

な
ど
へ
の
出
展（
販
売
目
的
と

な
る
物
産
展
な
ど
を
除
く
）③

来
場
者
に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
な
ど
本
市
の

魅
力
や
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ

 

補
助
率　
２
分
の
１
以
内（
上

限:

国
内
20
万
円
、海
外
40
万

円
）

 

応
募
方
法　
所
定
の
様
式（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

応
募
期
限　
４
月
27
日（
金
）

　
　
　

観
光
交
流
課　
観
光
・

物
産
振
興
室

☎（
24
）５
２
９
６

 

内
容　
外
国
人
旅
行
者
向
け
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境（
ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
）整
備
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

 
対
象　
市
内
の
商
店
街
な
ど
の

組
織
お
よ
び
商
業
、サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
を
営
む
事
業
者
で
次

の
要
件
を
満
た
す
者

①
法
人
お
よ
び
代
表
者
が
市

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
役
員
な
ど
が
、市
暴
力
団
排

除
条
例
第
２
条
に
規
定
す
る

暴
力
団
、暴
力
団
員
、暴
力
団

員
な
ど
お
よ
び
暴
力
団
関
係

者
で
な
い
こ
と

 

補
助
対
象
経
費　
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備
す
る
た
め

新
設
ま
た
は
増
設
す
る
光
回

線
開
設
に
要
す
る
契
約
料
お

よ
び
初
期
工
事
の
う
ち
標
準

工
事
費
用（
上
限:

１
施
設
当

た
り
２
万
３
０
０
４
円
）

 

募
集
事
業
者
数　
４
者

 

応
募
方
法　
所
定
の
様
式（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

応
募
期
限　
平
成
31
年
２
月
１

日（
金
）

　
　
　

観
光
交
流
課　
観
光
・

物
産
振
興
室

☎（
24
）５
２
９
６

 

内
容　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
を
住
宅
に
設
置
す
る

市
民
の
方
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

先
着
順
に
受
け
付
け
、予
算

が
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

 

対
象　
①
市
内
で
既
存
の
住
宅

に
対
象
設
備
を
設
置
ま
た
は

対
象
設
備
が
設
置
さ
れ
た
住

宅
を
購
入
し
た
方
②
４
月
１

日
以
降
に
対
象
設
備
の
設
置

工
事
を
完
了
し
た
方（
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
は
電
力
受
給

開
始
日
、そ
の
他
の
設
備
は
領

収
書
の
領
収
日
を
完
了
日
と

し
ま
す
）

 

注
意　
工
事
完
了
後
の
申
請
に

な
り
ま
す
。中
古
品
は
対
象
外

で
す
。

 

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、関
係
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
不
可
）

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調

整
係

☎（
24
）５
２
０
９

広報きたかた　2018. ４　㉒☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

設備区分 補助対象経費 補助金額 予定件数

太陽光発電
システム

1kWにつき
20,000円で
上限4kW80,000円

補助対象経費の
10分の１で
上限100,000円

補助対象経費の
５分の１で
上限50,000円

太陽光パネル、架台、パワーコンディ
ショナー、配線などの附属機器および
これらを設置する工事に要する費用

採熱井の掘削、採熱パイプ、ヒートポ
ンプ、循環ポンプ、配管、配線・配線
器具、地中熱を利用する空調機器な
どの設備およびこれらを設置する工
事に要する費用

ストーブ本体、煙突、炉台などの附属
設備およびこれらを設置する工事に
要する費用

薪・ペレット
ストーブ

地中熱利用
システム

35件程度

８件程度

１件程度



空
き
家
に
関
す
る
補
助
金

老
朽
危
険
空
き
家
等
解
体
撤

去
補
助
金

空
き
家
再
生
推
進
事
業
補
助

金

問
申

広報きたかた　2018. ４　㉓

情報ステーション

 

内
容　
危
険
な
空
き
家
な
ど
の

所
有
者
が
、空
き
家
な
ど
の
解

体
お
よ
び
撤
去
を
実
施
す
る

場
合
に
、費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

 

対
象
空
き
家　
１
年
以
上
使
用

し
て
お
ら
ず
、個
人
が
所
有

し
、市
長
が
危
険
な
空
き
家
な

ど
と
判
断
し
、市
か
ら
指
導
、

勧
告
ま
た
は
命
令
の
対
象
と

な
っ
た
も
の

 

補
助
金
額　
解
体
撤
去
工
事
費

の
３
分
の
１
以
内（
上
限
額
50

万
円
）

 

内
容　
空
き
家
住
宅
な
ど
の
再

生
ま
た
は
撤
去
し
よ
う
と
す

る
行
政
区
や
市
内
で
活
動
す

る
団
体
に
対
し
、再
生
・
撤
去

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
向
け
て
活

用
を
希
望
す
る
行
政
区
な
ど

を
募
集
す
る
も
の
で
、今
年
度

の
補
助
金
交
付
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

対
象
空
き
家　
現
に
使
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、今
後
も
従
来
の
用

途
に
供
さ
れ
る
見
込
み
の
な

い
も
の
で
次
の
い
ず
れ
か
の

要
件
を
満
た
す
も
の（
賃
貸
は

対
象
外
で
す
）

①
跡
地
は
、公
共
施
設
用
地
な

ど
に
10
年
以
上
供
す
る
こ
と

②
改
修
し
た
建
築
物
は
、再
生

の
用
途（
公
共
利
用
）に
10
年

以
上
活
用
す
る
こ
と

 

応
募
期
限　
９
月
28
日（
金
）

　
　
　

建
築
住
宅
課　
住
宅
係

☎（
24
）５
２
４
６

対象団体区分 補助額

行政区 事業費の10分の９以内
（上限150万円）

事業費の10分の９以内
（上限150万円）

市内で活動
する団体

行政区

市内で活動
する団体

空き家などの
撤去

空き建築物の
活用

事業費の５分の４以内
（上限150万円）

事業費の3分の２以内
（上限150万円）

問 申 農業振興課　経営企画係☎（24）5277または各総合支所産業課

集落営農の組織化・法人化や農業の低コスト・高収益に資する取り組みを支援します。

申請方法　所定の様式（市ホームページからダウンロードできます）を作成し、提出してください。　所定の様式（市ホームページからダウンロードできます）を作成し、提出してください。
募集期限　４月20日（金）　４月20日（金）

補助率区分 補助対象者 補助内容と補助対象経費

（1） 集落営農組
織等組織化支援

認定農業者、認定新規
就農者、人・農地プラ
ンに位置付けられた
中心経営体など

農作業受託組織や共同販売経理を行う集落
営農組織などの設立に向けた取り組みに必
要となる経費を支援します。
【座談会開催経費、専門家謝金、先進地視察
研修経費、その他必要な経費】

高収益化・低コスト化に資する取り組みに
必要な農業用機械などの導入を支援しま
す。

生産組織における共同利用による農業用機
械などの導入を支援します。

農用地利用改善団体、
農作業受託組織など

事業費の4分の1以
内（上限200万円）

事業費の4分の1以
内（上限200万円）

定額（上限10万円）

農用地利用改善団体、
農作業受託組織など

（2） 低コスト化
設備整備支援

（3） 共同利用機
械等整備支援

きたかたの“農”を支える担い手支援事業



ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
県
大
会
等

出
場
補
助
金

補
助
・
支
援

問
申

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

出
場
補
助
金

問
申

 

内
容　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

の
奨
励
と
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
、県
大
会
な
ど
に
出
場

す
る
単
位
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

対
象　
福
島
県
総
合
体
育
大
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
育
大
会
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
主

催
ま
た
は
主
管
す
る
大
会
に

出
場
す
る
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
単
位
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

で
、市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
な
ど

※

「
予
選
会
な
ど
選
考
会
を
経

ず
に
出
場
で
き
る
大
会
」は
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 

補
助
額　
個
人
戦
・
団
体
戦
出

場
の
選
手
な
ど
で
エ
ン
ト
リ

ー
人
数
１
人
に
つ
き
、喜
多
方

駅
か
ら
大
会
開
催
地
の
最
寄

り
駅
ま
で
の
往
復
鉄
道
運
賃

（
大
人
運
賃
）の
２
分
の
１

 

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請

書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
次

の
関
係
書
類
を
添
付
し
、大
会

が
開
催
さ
れ
る
日
の
５
日
前

ま
で
に
、提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
大
会
要
項
、収
支
予
算
書
、

予
選
会
の
結
果
、学
校
名
が
記

載
さ
れ
た
名
簿

※

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

 

内
容　
市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
奨
励
と
技
術
の
向

上
を
図
る
た
め
、全
国
規
模
お

よ
び
東
日
本
規
模
で
行
わ
れ

る
各
種
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
参
加
す
る
選
手
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

対
象 　
全
国
大
会
呼
称
の
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の

大
会
に
参
加
す
る
選
手
お
よ

び
監
督
な
ど
で
次
の
条
件
を

満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方
②
市
内
の
学
校
、企
業
な

ど
に
在
籍
し
、特
に
教
育
委
員

会
が
認
め
た
方

 

補
助
額　
大
会
の
個
人
戦
ま
た

は
団
体
戦
に
参
加
す
る
選
手

な
ど
に
１
人
に
つ
き
１
万
円

 

申
請
方
法　
申
請
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）に
次
の
関
係
書

類
を
添
付
し
、大
会
が
開
催
さ

れ
る
日
の
５
日
前
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
大
会
開
催
要
項
、収
支
予
算

書
、予
選
会
の
結
果
、そ
の
他

必
要
な
書
類（
大
会
参
加
申
込

書
な
ど
）

※

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

広報きたかた　2018. ４　㉔☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

対象事業 補助先 補助率 限度額

一　般　枠 ３分の２以内

３分の２以内

３分の２以内

４分の３以内

５分の４以内

５分の４以内

10分の10以内

10分の10以内

３分の２以内

500万円

1,000万円

500万円

500万円

500万円

1,000万円

30万円

30万円

500万円

健　康　枠

問 申 福島県会津地方振興局　地域づくり・商工労政課　☎0242（29）5292

募集期間　第２次募集　4月19日（木）～ 5月8日（火）
　　　　　地域資源事業化枠については随時募集となりますが、予算内での採択
　　　　　となるため早めにご相談ください。

福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）
　平成30年度に実施する地域づくり事業を募集しています。あらかじめご
相談の上、申請してください。

過疎･中山
間地域集落
等活性化枠

集落活性化に関
する事業全般

里山経済活性化
事業（農産物の
６次化など地域
資源を活用する
事業）

集落再生に関す
る計画づくり

里山経済活性化
計画策定事業

広域的または先
駆的、モデル的
な事業

地域づくり団体、
実行委員会など

集落など（行政
区、自治会、町内
会など、以下同
じ）

集落などと協定
を結んだ団体

集落などと協定
を結んだ団体

集落などや集落
などと協定を結
んだ団体

集落など

集落など

集落など

民間団体

健康問題の解決
など健康に資す
る事業

地域資源事
業化枠



問
申

 

内
容　
飯
豊
山
登
山
者
の
利
便

性
を
図
る
た
め
の
飯
豊
山
ア

ク
セ
ス
バ
ス
運
行
事
業
者
を

公
募
し
ま
す
。

 

運
行
経
路　
Ｊ
Ｒ
山
都
駅
〜
山

都
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー「
い
い

で
の
ゆ
」〜
飯
豊
山
寄
覧
所
館

（
川
入
行
政
区
内
）

 

運
行
期
間　
７
月
13
日（
金
）〜

９
月
10
日（
月
）の
毎
週
金
曜

日
か
ら
月
曜
日
ま
で
運
行（
36

日
間
）、１
日
２
往
復

 

応
募
期
限　
４
月
13
日（
金
）午

後
５
時

※

応
募
方
法
、資
格
要
件
、経

費
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

山
都
総
合
支
所
産
業

課　
商
工
観
光
係

☎（
38
）３
８
３
１

 

内
容　
ひ
め
さ
ゆ
り
が
咲
く
群

生
地
で「
ひ
め
さ
ゆ
り
踊
り
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

日
時　
６
月
３
日（
日
）

１
回
目 

午
前
11
時
〜

２
回
目 

午
後
０
時
30
分
〜

 

場
所　
ひ
め
さ
ゆ
り
群
生
地

（
熱
塩
加
納
町
宮
川
）

 

定
員　
20
人
程
度（
年
齢
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
）

 

服
装　
男
性…

法
被
、女
性…

浴
衣（
小
学
３
年
生
以
下
は
法

被
）

※

衣
装
は
貸
し
出
し
ま
す
。

 
そ
の
他　
合
同
練
習
会
を
５
月

中
に
２
回
程
度
実
施
し
ま
す
。

地
元
小
学
生
と
の
合
同
披
露

に
な
り
ま
す
。

※

踊
り
の
実
施
内
容
な
ど
の

詳
細
は
、最
初
の
合
同
練
習
会

に
て
説
明
し
ま
す
。　

 

申
し
込
み
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

 

申
込
期
限　
５
月
１
日（
火
）

　
　
　

熱
塩
加
納
ひ
め
さ
ゆ

り
祭
り
実
行
委
員
会（
熱
塩
加

納
総
合
支
所
産
業
課
内
）

☎（
36
）２
１
１
５

 

内
容　
花
づ
く
り
の
基
本
知
識

と
実
践
に
つ
い
て
の
講
座
で

す
。花
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

方
、家
庭
や
地
域
で
花
づ
く
り

に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
初
心
者
の
方
な
ど
、ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

 
日
時　
４
月
26
日（
木
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

※

年
５
回
を
予
定
。開
講
式
で

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

場
所　
本
庁
舎
大
会
議
室（
ホ

ー
ル
棟
２
階
）

 

定
員　
30
人
程
度

 

受
講
料　
年
間
５
０
０
円

 

申
込
期
限　
４
月
19
日（
木
）

　
　
　

市
民
花
づ
く
り
講
座

事
務
局（
鈴
木
）

☎（
24
）２
０
５
２

 

内
容　
原
則
60
歳
以
上
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

 

日
時　
４
月
13
日（
金
）、５
月

11
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

 

場
所　
喜
多
方
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

　
　
（
公
社
）喜
多
方
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
23
）１
３
１
３

 

訓
練
科
名　
電
気
設
備
技
術
コ

ー
ス

 
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
し
、職
業
訓
練
の
受
講
が

望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

 

募
集
期
間　
４
月
19
日（
木
）〜

５
月
18
日（
金
）

 

定
員　
15
人

 

訓
練
期
間　
６
月
５
日（
火
）〜

11
月
30
日（
金
）

 

受
講
料　
無
料

 

選
考
日　
５
月
22
日（
火
） 

午

前
９
時
〜

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方

☎（
22
）４
１
１
１

　
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

☎
０
２
４
２（
26
）０
５
２
０

飯
豊
山
登
山
ア
ク
セ
ス
バ
ス

運
行
事
業
者

募
集

問
申

ひ
め
さ
ゆ
り
踊
り
参
加
者

問
申

市
民
花
づ
く
り
講
座

（
開
講
式
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

訓
練
生

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
参
加
者

申問

広報きたかた　2018. ４　㉕

情報ステーション

 

施
設
見
学
会

 

内
容　
職
業
訓
練
っ
て
、な

に…

？

　

今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア（
職

業
能
力
）に
プ
ラ
ス
し
て
、新

た
な
技
能
を
習
得
す
る
職
業

訓
練
に
つ
い
て
の
説
明
会
で

す
。

 

日
時　
４
月
９
日（
月
）、16

日（
月
）、23
日（
月
）、午
後
１

時
45
分
〜
３
時
45
分

会員募集中

http://kitakata.fukushimaren.net



問
雷
神
山「
春
の
花
観
賞
会
」

問
２
０
１
８
黒
森
山
春
登
山

第
36
回
鳥
屋
山
山
開
き

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

問
申

齋
藤
ナ
オ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金

賦
課
区
域
の
縦
覧

お
知
ら
せ

問
申

問問

蔵
の
ま
ち
喜
多
方

桜
ウ
ォ
ー
ク
開
催
に
協
力
を

イ
ベ
ン
ト

 

内
容　
雷
神
山
に
咲
く
サ
ク
ラ

や
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、ユ
キ
ヤ
ナ
ギ

な
ど
春
の
花
の
観
賞
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

期
間
中
、天
気
の
良
い
土

曜
・
日
曜
日
は
お
茶
な
ど
の

お
も
て
な
し
も
あ
り
ま
す
。

 

日
時　
４
月
21
日（
土
）〜
29
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

場
所　
旧
雷
神
山
ス
キ
ー
場

（
高
郷
町
上
郷
）

　
　

雷
神
山
花
の
森
づ
く
り
実

行
委
員
会
事
務
局（
高
郷
総
合

支
所
産
業
課
内
）

☎（
44
）２
１
１
４

 

内
容　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
会

津
管
内
の
一
等
三
角
点
の
あ

る
山
で
一
番
早
い
山
開
き
で

す
。登
山
道
に
あ
る
カ
タ
ク
リ

群
生
地
で
は
可
憐
に
花
が
咲

き
誇
り
ま
す
。

 

日
時　
４
月
22
日（
日
）午
前
７

時
45
分
集
合

 
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
荻
野
駅
前

 
参
加
費　
無
料

 

そ
の
他　
先
着
７
０
０
人
に
記

念
バ
ッ
ジ
進
呈（
登
山
者
カ
ー

ド
と
引
き
換
え
）、下
山
後
は

漆
窪
集
会
所
前
に
て
お
楽
し

み
抽
選
会
、甘
酒
な
ど
の
振
る

舞
い
が
あ
り
ま
す
。

　
　

鳥
屋
山
山
開
き
実
行
委
員

会
事
務
局（
高
郷
総
合
支
所
産

業
課
内
）

☎（
44
）２
１
１
４

 

内
容　
「
く
じ
ら
や
ま
」の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
黒
森
山
。

登
山
道
に
は
イ
ワ
ウ
チ
ワ
の

花
が
群
生
し
、飯
豊
山
や
磐
梯

山
、猪
苗
代
湖
の
眺
望
が
楽
し

め
る
軽
登
山
で
す
。

 

日
時　
５
月
３
日（
木
・
祝
）午

前
７
時
50
分
受
付

 

集
合
場
所　
熱
塩
加
納
総
合
支

所

 

定
員　
50
人

 

参
加
費　
大
人
１
０
０
０
円

小
・
中
学
生
５
０
０
円

 

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

 

申
込
期
限　
４
月
26
日（
木
）

※

山
頂
で
お
も
て
な
し
を
用

意
し
ま
す
。箸
と
椀
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

黒
森
山
登
山
実
行
委

員
会
事
務
局（
熱
塩
加
納
総
合

支
所
産
業
課
内
）

☎（
36
）２
１
１
５

 

日
時　
４
月
21
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜

 

場
所　
市
美
術
館
展
示
室

 

講
師　
齋
藤
ナ
オ　
氏

※

予
約
不
要
で
す
が
、当
日
観

覧
券
が
必
要
で
す
。

卵
テ
ン
ペ
ラ
で
描
く
体
験
講

座

 

日
時　
４
月
22
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時
30
分

 

場
所　
喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
一
会

議
室

 

講
師　
齋
藤
ナ
オ　
氏

 

参
加
費　
５
０
０
円

 

定
員　
10
〜
15
人（
要
申
し
込

み
）

　
　
　

市
美
術
館

☎（
23
）０
４
０
４

 

内
容　
４
月
１
日
よ
り
次
の
区

域
で
下
水
道
供
用
お
よ
び
下

水
処
理
を
開
始
し
ま
す
。

　

供
用
を
開
始
す
る
区
域
と

新
た
に
受
益
者
負
担
金
を
賦

課
す
る
区
域
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

 

区
域　
喜
多
方
処
理
区
の
一

部
、塩
川
処
理
区
の
一
部

※

詳
し
く
は
備
え
付
け
の
図

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

日
時　
４
月
２
日（
月
）〜
13
日

（
金
） 

土
・
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

 
場
所　
下
水
道
課（
本
庁
舎
３

階
）

　
　

下
水
道
課　
総
務
係

☎（
24
）５
２
５
０

 

内
容　
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ

ォ
ー
ク
は
４
月
21
日（
土
）に
、

日
中
線
記
念
自
転
車
歩
行
者

道
を
メ
イ
ン
コ
ー
ス
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
市
内
外
か
ら
約
２

０
０
０
人
の
参
加
が
予
定
さ

れ
、押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場
や
コ
ー
ス
周
辺
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

桜
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

事
務
局（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
内
）

☎（
24
）５
３
１
９

広報きたかた　2018. ４　㉖☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。



修
学
の
た
め
の
保
険
証

「
マ
ル
学
」の
手
続
き

公
共
交
通（
路
線
バ
ス
）の

経
路
変
更

申問
行
政
書
士
無
料
相
談
会

所
有
者
の
皆
さ
ん
空
き
家
の

管
理
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

問

問

問

 

内
容　
マ
ル
学
と
は
、修
学
の

た
め
に
本
市
を
転
出
し
た
後

も
、親
元
の
住
所
地
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
特
例
制
度
で
す
。

 

手
続
き　
新
た
に
マ
ル
学
と
な

る
場
合
や
在
学
し
て
い
る
場

合
は「
在
学
証
明
書（
平
成
30

年
４
月
１
日
以
降
に
証
明
さ

れ
た
も
の
）」、卒
業
な
ど
に
よ

り
在
学
し
な
く
な
っ
た
場
合

は「
卒
業
証
明
書
」な
ど
を
持

参
し
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

別
世
帯
の
方
が
手
続
き
に

来
ら
れ
る
場
合
は
、世
帯
主
の

「
委
任
状
」も
必
要
で
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
　

市
民
課　
市
民
窓
口
班

☎（
24
）５
２
２
５
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー

ビ
ス
班

　
　

保
健
課　
国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４

 

内
容　
福
島
県
行
政
書
士
会
会

津
支
部
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

相
続
、遺
言
、成
年
後
見
や

許
認
可
、法
人
設
立
、離
婚
問

題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

日
時　
４
月
17
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

 

場
所　
本
庁
舎
１
階
相
談
室

 

定
員　
６
人
程
度

※

相
談
時
間
は
１
人
１
時
間

程
度
で
す
。

※
予
約
し
た
い
方
は
、生
活
防

災
課
窓
口
へ
連
絡
、ま
た
は
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

生
活
防
災
課　
市
民
生
活

係☎（
24
）５
２
０
８

 

内
容　
喜
多
方
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
空
き
家
な
ど

の
所
有
者
な
ど
と
契
約
し
、①

目
視
点
検
、②
除
草
、③
清
掃
、

④
植
木
の
剪
定
、⑤
そ
の
他

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

受
託
で
き
る
一
般
作
業
）な
ど

の
業
務
を
行
い
ま
す
。

※

市
と
喜
多
方
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は「
空
き
家
等

の
適
正
な
管
理
の
推
進
に
関

す
る
協
定
」を
締
結
し
て
い
ま

す
。

　
　
（
公
社
）喜
多
方
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
23
）１
３
１
３

 

内
容　
本
市
と
会
津
若
松
市
を

結
ぶ
路
線
バ
ス「
塩
川
・
喜
多

方
線
」と「
熊
倉
・
喜
多
方
線
」

は
、会
津
若
松
市
の
公
共
交
通

の
再
編
に
伴
い
、４
月
１
日
か

ら
通
勤
通
学
に
影
響
の
な
い

日
中
の
時
間
帯
に
つ
い
て
、今

ま
で
の「
米
代
」経
由
か
ら「
竹

田
総
合
病
院
」経
由
に
経
路
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
時
刻
や
経
路
は
時

刻
表
お
よ
び
経
路
図
に
て
確

認
す
る
か
、問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
「
塩
川
・
喜
多
方
線
」と「
熊

倉
・
喜
多
方
線
」を
利
用
す
る

際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

会
津
乗
合
自
動
車（
株
）喜

多
方
営
業
所

☎（
22
）１
１
５
１

広報きたかた　2018. ４　㉗

情報ステーション

　実施期間　４月６日（金）～ 15日（日）
※４月10日（火）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。
　スローガン　「よくみせて　ちいさなきみの　おおきなて」
　運動の重点　①子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢
運転者の交通事故防止②自転車の安全利用の促進③全ての
座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹
底④飲酒運転の根絶

問 生活防災課　市民生活係 ☎（24）5208



固
定
資
産
税「
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」の
縦
覧

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児
子
育
て

相
談「
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
」

税
問

問

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

申
請
新
規
受
け
付
け
開
始

年
金

問
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

問
申

問
電
話
で
の
年
金
相
談
窓
口

お
知
ら
せ

 

内
容　
お
子
さ
ん
の
様
子
や
相

談
内
容
に
応
じ
て
、一
緒
に
じ

っ
く
り
と
遊
ぶ
中
で
こ
と
ば

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

 

日
時　
月
〜
金
曜
日　
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分（
年
末
年

始
・
祝
日
は
除
く
）

 

場
所　
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校

内「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」

 

対
象　
き
こ
え
や
こ
と
ば
に
心

配
が
あ
る
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者

　
　

県
立
聴
覚
支
援
学
校
会
津

校☎
０
２
４
２（
22
）１
２
８
６

 

内
容　
縦
覧
は
、納
税
者
の
皆

さ
ん
が
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
を
比
較
し
、自
ら
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
の
適
正
さ
を

確
認
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

 

日
時　
４
月
２
日（
月
）〜
５
月

25
日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

 

場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス
班
窓
口

 

対
象　
市
内
に
土
地
、家
屋
を

有
す
る
納
税
者

※
縦
覧
は
無
料
で
す
。

 
そ
の
他　
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
閲
覧（
名
寄
帳
の
交
付
）は

年
間
を
通
し
て
で
き
ま
す
。料

金
は
１
件
に
つ
き
２
０
０
円

で
す
が
、縦
覧
期
間
中
は
無
料

で
す
。閲
覧
で
き
る
方
は
納
税

義
務
者
、相
続
人
、借
地
借
家

人
な
ど
で
す
。

※

縦
覧
・
閲
覧
の
手
続
き
に

は
請
求
者
の
印
鑑（
認
印
）と

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人

確
認
証
明（
例:

運
転
免
許
証
）

な
ど
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

税
務
課　
固
定
資
産
税
係

☎（
24
） 

５
２
１
８
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課　
市
民
サ
ー

ビ
ス
班

 

内
容　
振
替
納
税
を
利
用
の
方

は
、振
替
日
の
前
日
ま
で
に
預

貯
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

 

振
替
日

●
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税

４
月
20
日（
金
）

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税

４
月
25
日（
水
）

 

注
意　
残
高
不
足
な
ど
で
口
座

振
替
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合

は
、納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延

滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

喜
多
方
税
務
署

☎（
24
） 

５
０
５
０

 

内
容　
平
成
30
年
度
の
新
規
受

け
付
け
が
４
月
か
ら
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、20
歳
以
上
の

学
生
に
関
し
て
、本
人
の
所
得

が
一
定
以
下
の
場
合
に
限
り
、

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
も

の
で
す
。

 

手
続
き
方
法　
在
学
期
間
が
分

か
る
在
学
証
明
書
の
原
本
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
、印
鑑
を

持
参
し
、市
民
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
、最
寄
り
の
年

金
事
務
所
で
手
続
き
が
で
き

ま
す
。（
年
金
手
帳
や
納
付
書

を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
）

 

そ
の
他　
平
成
29
年
度
に
学
生

納
付
特
例
制
度
を
利
用
さ
れ

た
方
で
、平
成
30
年
度
も
在
学

予
定
の
方
に
は
、平
成
30
年
度

用
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書

（
ハ
ガ
キ
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制

度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課　
市
民
窓
口
班

☎（
24
）５
２
２
６

 

日
時　
４
月
12
日（
木
）、５
月

10
日（
木
）　
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

 
場
所　
本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー

（
ホ
ー
ル
棟
１
階
）

 

相
談
時
間　
１
人
30
分
程
度※

事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の
み

利
用
で
き
ま
す
。必
ず
相
談
日

の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。予
定

人
数
と
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

　
　
　

会
津
若
松
年
金
事
務

所　
お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
27
）６
９
５
３

 

受
付
時
間　
月
曜
日（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

火
曜
日
〜
金
曜
日　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日　
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

　
　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５
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　２月24日に福島市で第20回ふくしまボラ
ンティアフェスティバルが行われ、多年にわ
たり社会福祉に関するボランティアとして率
先して活動を行ってこられた、市内の個人３
人と１団体に県知事感謝状が贈られました。
 【受賞者】　木戸　京子　仁國　シヅ子
 　　　　　神山　惠美子　緑町ボランティア

　第三中学校３年（取材当時） 荒川 陽向さん
が同コンテストで福島県推進委員会優秀賞
に県内５５２点より選ばれました。
　２月26日に喜多方地区保護司会　峯岸　幸英
会長より表彰状の伝達が行われました。
　荒川さんの作文は、夏休みの課題として取
り組み、犯罪がより少なくなって欲しいとの
願いや犯罪についての意識を高く持って欲
しいとの願いを込めたものです。
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情報ステーション

問 喜多方地区保護司会 ☎（23）1002（福田）

問 高齢福祉課　いきがい支援係 ☎（24）5230

　小型家電には、金やレアメタルなどの貴重な資源が含まれています。家庭で不要になった小型家
電のリサイクルにご協力ください。

  回収対象品
①ノート型パソコン
②デスクトップ型パソコン
　（ディスプレー・モニターを除く）
③携帯電話
④デジタルカメラ
⑤ビデオカメラ
⑥ＤＶＤプレーヤーなど
⑦その他リサイクルボックスの投入口に入る
　使用済み小型家電
※投入する際のお願い
・事業所からの排出物は対象外です。
・個人情報は必ず削除してください。
・電池などは取り外してください。
・回収した小型家電は返却できません。
  回収場所
環境課前、各総合支所

投入口（たて20cm×よこ45cm）に入る大き
さで、電気もしくは電池で動く家庭で使用済
みの家電が対象です。

環境課　環境推進係 ☎（24）5261または各総合支所住民課問

　平成29年度の寄附状況は2月末現在で、
1,847人の方から2,647万9,350円お寄せい
ただきました。
　今後とも「ふるさと喜多方」への支援をお
願いします。

問 申 企画調整課　企画調整係 ☎（24）5209

左から澤崎校長、  荒川さん、  峯岸会長、  福田事務局長
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2017公募：ふるさとの風景展in喜多方表彰式

　３月３日、市美術館でふるさとの風景展in喜多方表彰式が行われ、大賞の真柴 毅さん「絵画室のまどろみ」
などを表彰しました。
　応募があった123点の中から一般の部が入賞10点、青少年の部が入賞５点選ばれました。また、今回から
青少年喜多方中央ロータリークラブ賞が創設されました。

【一般の部】
◆大　賞　真柴 　毅
◆準大賞　大西 隆夫、寺園 俊子、藤守 可江
◆奨励賞　小林 　基、村上 伸栄、松永 美行、狩野 　順、
　　　　　福田 隆義、浅野 英明

【青少年の部】
◆優秀賞　稲垣 　潤
◆奨励賞　日比野 文
◆青少年喜多方中央ロータリークラブ賞
　　　　　簱野 泰誠、保住 朱里、林 　直輝

ギャラリートーク
　表彰式終了後に、三瀬審査員長（画家・東北芸術工科大学教授）
を講師に作品の魅力などを解説しました。
　受賞者の皆さんは作品のねらいや制作の苦労などを話し、観覧
者、制作者と講師の対話を通して、それぞれの「ふるさと」への思い
を深めていました。

問 市美術館 ☎（23）0404
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第56回会津熱塩三ノ倉スキー大会
　３月11日、三ノ倉スキー場で会津熱塩三ノ倉スキー大会（スーパー大回転）が行われ、14部門に96人が参
加しました。
　小学1年生から84歳の方が参加し、選手たちは全長950ｍ（小学４年生以下は除く）のコースを滑り降り、
華麗なレースを繰り広げました。ラップ賞以外にも、遠来賞や最高齢賞なども用意され、思い思いのレースを
楽しみました。

◆最高ラップ賞　男子：斎藤 　隆　 女子：菅野 桃子

◆部門別ラップ賞

問 生涯学習課  スポーツ振興係 ☎（24）5319

部　　門 氏　名 所　　　属 タイム
小学生女子の部Ａ(1～2 年生) 渡　部　麻　椰 かっつエンジェルズ 1 分02 秒32
小学生男子の部Ａ(1～2 年生) 進　藤　　　慶 かっつボーイズ＆エンジェルズ 52 秒68
小学生女子の部Ｂ(3～4 年生) 鈴　木　芽　琉 熱塩加納スキースポーツ少年団 45 秒53
小学生男子の部Ｂ(3～4 年生) 加　藤　博　久 ― 46 秒50
小学生女子の部Ｃ(5～6 年生） 鈴　木　優　歩 東山スキースポーツ少年団 1 分00 秒67
小学生男子の部Ｃ(5～6 年生） 甲　斐　麗　温 ゲレンデ逆走マラソン 59 秒26
中学生女子の部 菅　野　桃　子 ひめさゆりくらぶスポーツ少年団 51 秒58
中学生男子の部 鈴　木　啓　生 三島町スキースポーツ少年団 59 秒65
一般女子の部Ｂ(26 歳～) 甲　斐　ゆ　み ゲレンデ逆走マラソン 58 秒42
一般男子の部Ａ(16 ～25 歳) 原　　　清　亜 かっつボーイズ 1 分00 秒38
一般男子の部Ｂ(26 ～35 歳) 五十嵐　一　彦 みどりホームS.C 1 分12 秒40
一般男子の部Ｃ(36 ～45 歳) 甲　斐　　　史 喜多方スキークラブ 49 秒68
一般男子の部Ｄ(46 ～55 歳) 斎　藤　　　隆 AGC エレクトロニクス 48 秒50
マスターズの部(56 歳～) 菊　地　　　傳 みどりホームS.C 52 秒97

※小学４年生以下は下段からのスタートのため最高ラップ賞の対象外
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平成29年度  環境ポスターコンクール表彰式

　環境教育・学習の推進の一環として、市内の小学生を対象にした環境ポスターコンクールを実施し、市内の
小学校から99点の応募がありました。審査の結果、16人が入賞し、３月13日市役所で表彰式が行われました。
　今回のテーマは「ごみのない街づくり～食べ残しを減らすことでごみを減らそう～」で、受賞された16人
に賞状などが贈られました。

※学校・学年は３月時点のもの

問 環境課  環境推進係 ☎（24）5285

最優秀賞
渡部  流華
（塩川小３年）

最優秀賞 齋藤  大翔（慶徳小５年）

部　門 賞種別 学校・学年 氏　名

下学年

最優秀賞 塩  川  小 3 年 渡　部　流　華

優  秀  賞 関  柴  小 2 年 渡　部　結　斗

優  秀  賞 塩  川  小 2 年 山　口　美　空

入　　選 上三宮小 3 年 佐　瀬　璃　夢

入　　選 塩  川  小 2 年 大　堀　颯　太

入　　選 塩  川  小 2 年 杉　浦　龍太郎

入　　選 姥  堂  小 1 年 戸　田　絢　乃

入　　選 駒  形  小 3 年 赤　城　　　宙

上学年

最優秀賞 慶  徳  小 5 年 齋　藤　大　翔

優  秀  賞 上三宮小 6 年 高　橋　理　子

優  秀  賞 塩  川  小 6 年 眞　壁　彩　那

入　　選 第  三  小 5 年 佐　藤　未　来

入　　選 慶  徳  小 5 年 武　藤　　　晃

入　　選 慶  徳  小 6 年 佐　藤　こうめ

入　　選 慶  徳  小 6 年 佐　藤　美　心

入　　選 塩  川  小 6 年 山　口　穂乃実
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喜多方市勤労者互助会
　喜多方市勤労者互助会は労働組合のない事業所で働く勤労者や自営業者の皆さんの生活や労働
福祉の向上を図るため設立され、月々わずかな掛け金で各種共済制度や親睦事業などの活動を
行っています。
　市内の事業所にお勤めの従業員および事業主、または市内に住んでいる勤労者の方ならどなた
でも加入できます。（事業所会員または個人会員としても加入できます。）
　(一財)福島県民共済会と協定し、結婚・出産・就学(小学校、中学校)・死亡・障害などさまざま
な慶弔時に共済金を給付します。また、独自給付として、高校入学祝・実年祝・古希祝などの御祝
金も給付しています。

喜多方市勤労者互助会　共済事由と共済金額

●気軽に問い合わせてください  ●喜多方市勤労者互助会（商工課内）
☎（24）5233　FAX（25）7073

URL　http://www.city.kitakata.fukushima.jp/site/syoukou/1866.html

会員募集

＜入会方法＞入会申込書、会員カードに必要事項を記入し、入会金６００円（１人分） 会費７００円
（初回１月分）を添えて事務局に申し込んでください。
会費700円のうち500円は（一財）福島県民共済会の掛金に、残り200円は当会の活動費に充当され
ます。
＜次回からのお支払い方法＞口座振替または銀行振込になります。
＜親睦事業＞さまざまな親睦事業がお得な会員価格で、家族みんなで楽しめます。
・スイーツバイキング　　・新春交歓会（５年に１回）
・秋の日帰り親睦旅行（例：アクアワールド大洗水族館、那珂湊回転寿司（昼食）など）
・東京ディズニーリゾート親睦旅行は会員の方から好評です。
・レジャー施設入場券（東京ディズニーリゾート、仙台うみの杜水族館、スパリゾートハワイアン
ズ、ラビスパ裏磐梯など）を会員価格で斡旋しています。（福島県勤労者互助会連絡協議会事業）

市ホームページ
勤労者互助会
ＱＲコード

(一財)福島県民共済会給付
共済事由と区分 Ａ型・金額

死
亡
・
重
障

会
員 

病気 ※１ 150,000 円
不慮の事故など 500,000 円

死
亡

配偶者 100,000 円
子 50,000 円
親 15,000 円

会員の不慮の事故などによる障害 45～2万円
傷
病

会員 休業 30 日以上 10,000 円
〃 休業 90 日以上 30,000 円

住宅災害見舞金(火災など) 60～18万円以内
〃 (自然災害) 20～2万円以内

会員の結婚 25,000 円
子の出生 15,000 円
子の小学校入学・中学校入学 10,000 円
成人祝 (満 20歳) 10,000 円
還暦祝 (満 60歳) 10,000 円
銀婚祝 (結婚 25年) 10,000 円
退会餞別金(加入 5年) 10,000 円
※1 70歳以上および加入後 1 年以内の病気による死亡につい

ては半額

喜多方市勤労者互助会独自給付
共済事由と区分 金 額

高校入学祝 10,000 円
実年祝(入会 10 年以上満 50 歳) 10,000 円
古希祝(入会 10 年以上満 70 歳) 10,000 円
出生特別祝金 ※2 20,000 円
金婚祝金(結婚 50 年) 10,000 円
会員 10 年祝 ※3 記念品
会員 25 年祝 ※3 記念品
会員 35 年祝 ※3 記念品
その他助成制度

内 容 金 額
人間ドック補助 5,000 円
各種検診補助 ※4 全額補助
いいで荘宿泊助成 2,000 円
いいでのゆ宿泊助成 2,000 円
母成宿泊助成 1,500 円
※2 会員または会員の妻が第３子以降の子を出産時に県民

共済会の出生祝金に上乗せして給付
※3 総会時に表彰
※4 市が行う各種検診に限る
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各種相談日　　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩みご
とや困りごとなど気軽に相談してください。

子ども・子育て総合相談　　　　　　　　　　　　　　　妊娠時期から 
出産、子育てについての不安や児童の障がいな
どの相談を、窓口や電話、メールで受け付けて
います。 相談内容などの秘密は厳守します。

教育相談・就学相談　　　　　　　　　　　　　学校や家庭のこと、いじめや不登校、非行
などで悩んでいるあなた、そして保護者の方、一人で悩まずに相談しまし
ょう。秘密は守られますので、安心して相談してください。

日 時 場 所 相 談 員 予 約 先
４月  ９日（月）
午後２時～４時

　　13日（金）
午前9時～11時

　　13日（金）
午後１時～４時

　　19日（木）
午前９時～11時30分

坂内　常幸 
行政相談委員  

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

本庁舎１階
相談室

小原　良一 
行政相談委員  

生活防災課 
☎（24）5208

４月 27日（金）
午前9時30分
　　～午後３時30分

本庁舎１階
相談室

生活防災課 
☎（24）5208

月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　～午後５時

本庁舎１階
消費生活センター

權瓶　真弓
若林　理香 
消費生活相談員

消費生活センター
☎（24）5353

日 時 場 所 相 談 先
月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　～午後５時15分

本庁舎１階
こども課

こども課　子育て支援班
☎（24）5229または各総合支所住民課　市民
サービス班

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

相
談
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

休日の当番医（初期救急）

休日の当番医（２次救急）

街頭献血にご協力を

月　日 献血時間 場　　所

４月  26日（木） 山都保健センター

一ノ瀨美枝
弁護士  

４月 19日（木）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

生活防災課 
☎（24）5208

神田　優子
生江幸一郎
人権擁護委員

毎月6日以降の情報を掲載しています。1日～5日までは先月号をご覧ください。 

日 時 相 談 先
月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　　～午後５時

学校教育課　☎（24）5314
スクールカウンセラーへの相談は事前の予約が必要です。
詳しくは、各学校へ問い合わせてください。

健 康 相 談　　　　　　　　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動 ・育児
などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。お気軽にご利用
ください。 相談を希望される方は、事前の電話予約をお願いします。

日 時 場 所 予 約 先
４月 19日（木）
受付時間
午前9時30分～10時

保健センター
保健課　健康推進室
☎（24）5223または各総合支所住民課　市民
サービス班

納 税 相 談　　　　　　　　開庁時間内（午前８時30分～午後５時15分）の納
税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。

日 時 場 所 問い合わせ先
火・金
午後５時15分
　　　　　～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課　税制収納班
☎（24）5219

午前9時30分～
午後０時30分

高郷公民館研修室 穴澤　松雄
行政相談委員  

高郷総合支所住民課
☎（44）2111

大堀由起子
行政相談委員  

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

休 日 病院・医院名

４月８日（日）

15日（日）

22日（日）

29日（日）

30日（月・祝）

５月３日（木・祝）

４日（金・祝）

５日（土・祝）

鳴瀬病院（西四ツ谷）
☎（24）3333 
福田耳鼻咽喉科醫院（西四ツ谷）
☎（24）4187

藤井医院（清水台）
☎（23）0023 
内科消化器科みつはし医院（関柴町上高額）
☎（21）1311 
山田産婦人科医院（新道）
☎（22）3032

ゆうゆうクリニック（西四ツ谷）
☎（22）2111 
渡辺小児科医院（幸町）
☎（22）3133 
あきもと整形外科クリニック（菅原町）
☎（21）1515

休 日 病院・医院名

４月８日（日）

15日（日）

22日（日）

29日（日）

30日（月・祝）

５月３日（木・祝）

４日（金・祝）

５日（土・祝）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321 
会津医療センター（会津若松）
☎0242（75）2100

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321 
有隣病院（松山町）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321 
会津医療センター（会津若松）
☎0242（75）2100



　これからのまちづくり、喜多方や子ども達の未来など「わくわくする喜多方」
の創造に向け市長と直接お話ししませんか。
◆対  話  者　市民の皆さんなら、どなたでも対話できます。
　※申し込みの際にお話ししたい内容（例：｢○○○なまちづくり｣など）をお知
　らせください。
◆対話時間　１人（組）25分以内

図書館だより

　○火～金…………午前９時30分～午後７時
　○土・日・祝日…午前９時30分～午後５時30分
◆休館日…………４月１日（日）～５日（木）、９日（月）、
　　　　　　　　16日（月）、23日（月）、５月１日（火）
　　　 喜多方市立図書館 ☎（22）1855問 申

◆開館時間

●４月19日（木）午前10時15分～ 10時45分
●４月21日（土）午前10時～ 10時30分
●４月29日（日）午後１時30分～２時
※対象の方は、前日までに図書館へ申し込んでく
ださい。当日は、母子健康手帳とブックスタート
絵本引換券（市から送付されたもの）を忘れずに
お持ちください。

■おはなしドライブ　 　　　　　　　　
　４月８日（日）、22日（日） 午前11時～ 11時30分
■ちっちゃなおはなしかい
　４月19日（木）午前11時～ 11時20分
■ユニットおりがみ教室　材料費：100円
　４月28日（土）午前10時～ 11時30分

☆ブックスタート４月の開催日☆

☆おはなし会・各種講座☆

広報きたかた　2018. ４　35

日　時 場　所 申込期限・申し込み先
４月10日（火）
　　　企画調整課 広報広聴係☎（24）5206問 申
４月20日（金）
　　　企画調整課 広報広聴係☎（24）5206問 申

市長公室

市長公室

喜多方市美術館  information
齋藤ナオ展　蜘蛛の糸～夢掴りに行く日～

《春雪》
2010年  テンペラ、油彩

木製パネル

問 喜多方市美術館☎（23）0404

ゆめど

 ４月 24日（火） ４月 24日（火）
午前９時30分 ～ 11時30分
 ５月 12日（土） ５月 12日（土）
午前９時30分 ～ 11時30分
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市町村史販売
のご案内

市町村史で先人の残した遺産を訪ねてみよう。
「喜多方市史」「熱塩加納村史」「塩川町史」「山都町史」「会津高郷村史」絶賛販売中。詳しくは文化課まで。☎（24）5323

喜多方市の人口
（平成30年２月１日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

世帯数

人　口

出　生

転　入

16,685世帯

47,716人　

28人　

48人　

男

女

死　亡

転　出

22,621人

25,095人

83人

60人

　

こ
の
虚
空
蔵
菩
薩
像
は
、頭
部
は
カ
ツ
ラ
材
で
古
い
も
の
で

す
が
、体
躯
は
ホ
オ
ノ
キ
で
作
ら
れ
て
お
り
、後
世
に
補
わ
れ

た
も
の
で
す
。新
宮
熊
野
神
社
宝
物
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
他

の
仏
像
と
比
べ
る
と
、細
い
両
眼
や
鼻
の
形
は
似
て
い
る
も
の

の
、少
し
面
長
な
顔
つ
き
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
す
。

　

木
製
の
宝
冠
の
外
側
に
、後
世
に
造
ら
れ
た
銅
製
で
透
か
し

彫
り
の
宝
冠
を
戴
き
、現
在
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、左
手
に

は
か
つ
て
宝
珠
が
載
っ
た
蓮
華
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
新
宮
雑
葉
記
」に
は
、虚
空
蔵
菩
薩
は
湯
峰
に
あ
っ
た
荘
厳

塔
の
本
尊
で
、文
殊
菩
薩
騎
獅
像
と
同
作
と
い
い
、宝
永
４（
１

７
０
７
）年
再
興
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
御
首
計
証
誠
殿
ノ
長
押
ノ
蔭
ニ
隠
シ
置
ケ
リ
」と
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、慶
長
の
大
地
震（
１
６
１
１
年
）で
堂
宇
が

倒
れ
た
後
、寛
永
年
中（
１
６
２
４
〜
４
４
年
）に
、た
び
た
び

盗
難
に
あ
っ
た
た
め
、村
人
が
本
殿
の
一
つ
で
あ
る
証
誠
殿
に

頭
部
だ
け
を
隠
し
て
お
い
た
よ
う
で
す
。こ
の
こ
と
か
ら
も
頭

部
は
旧
像
の
も
の
が
伝
え
ら
れ
、体
躯
部
分
は
宝
永
４
年
に
修

復
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
所
在
地　

新
宮
熊
野
神
社　

喜
多
方
市
慶
徳
町
新
宮
字
熊

野
２
２
５
８

　

長
床
保
存
会
事
務
所
☎（
23
）０
７
７
５

　
　

文
化
課　
文
化
振
興
係
☎（
24
）５
３
２
３

問

　

１
９
７
０（
昭
和
45
）年
に
開
所
し

た
第
四
保
育
所
は
３
月
に
そ
の
幕
を

閉
じ
、子
ど
も
達
は
４
月
か
ら
新
た
な

場
所
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
才
児
が
６
人
、２
才
児
が
８
人

の
14
人
の
子
ど
も
達
は
体
を
動
か
す

こ
と
が
大
好
き
。元
気
に
駆
け
回
っ

て
い
ま
し
た
。

 市指定有形文化財
〔喜多方市〕
像高  65㎝
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